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研究成果の概要（和文）： 
文中の二つの語の間で意味的な関係を作る際、隣接している語よりも、離れている語との方
が難しいとされる。その距離を計るためには、語数や談話の複雑さなどを用いた数量化が有効
であるとされているが、音声関係の情報量についての実験結果は管見の限りこれまで報告がな
い。本研究では、「ガ・ヲ・動詞」語順の文と「ヲ・ガ・動詞」語順の文の読み時間を比較して、
語と語の間の距離は音声を考慮して測る必要があると確認した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 When reading a sentence, it is harder to associate words that are far apart than words 
that are close to each other. There are different ways of measuring distance within 
sentences and factors such as number of words and discourse complexity are known to be 
involved. However, there has been little experimental evidence on the role of phonological 
weight. In this project, reading times to simple transitive sentences were compared to 
provide evidence that amount of phonological information needs to be taken into 
consideration when measuring distance between words. 
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１．研究開始当初の背景 
言語情報は、主に音声情報としてワーキン
グメモリで操作される。例えば、黙読した単
語を思い出す際、音声が使用されることが確
認されている。文を黙読した際も、同様に音
声情報が影響することが知られているが、距
離及び負荷を音声によって計量化するべき
なのかがまだはっきりされていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、次の二点を調べる。 
（１）文に現れる語と語の間の距離は音声
情報として測るべき。 
文中の二つの語の間で意味的な関係を作
る際、隣接している語よりも、離れている語
との方が難しいとされる。その距離に関して
は、語数や談話における指示実体数を用いた
数量化が有効であるとされているが、音声的
な負荷についての実験結果は管見の限りこ
れまで報告がない。 
日本語の読み時間と脳波実験結果による
と、基本語順よりもかき混ぜの語順の文のほ
うが負荷が大きい。本研究では、「NP1 ガ・NP2
ヲ・動詞」のような文よりも「NP2 ヲ・NP1
ガ・動詞」のほうが読み時間が遅いというこ
とからはじめ、負荷の数量化にモーラ数が有
効であるとのことを確認する。 
また、先行研究では、語順の負荷は名詞の
読み時間にしか見られていない。つまり、動
詞が読まれるまえにかき混ぜの難しさが解
消されている。天井効果の可能性が考えられ
るため、本研究では動詞の出現頻度と名詞の
語順の間で交互作用が見られる可能性を調
べる。 
 
（２）単語の係り先を決める際、距離だけで
はなく曖昧性も負荷に影響する。 
名詞句 NP1の次に読点を打ったことによっ
て、NP1 は近い動詞よりも、離れた動詞に係
りやすくなる傾向が考えられる。ワーキング
メモリの視点から考えると、読点は負荷の高
い解釈を優先するため文を読みにくくする
はずだ。但し、読点によって曖昧性が避けら
れて、正しい解釈に集中することができるた
め、文は読みやすくなる可能性も考えられる。
つまり、ワーキングメモリの負荷を計る際に、
一つの解釈の難しさ（例えば、係り先までの
距離）だけではなく、曖昧性も考慮するべき
なのかについて検討する。 
 
３．研究の方法 
二種類の実験を行った。 
(1) 文のどの単語で読み時間が遅くなるのか
を調べるために、self-paced reading(コ
ンピューター上で被験者ペースの読みの
実験)を行った。自己ペースの読み時間の
実験では、被験者がボタンを押す度に文
の次の文節が一つ一つ提示され、ボタン
の押し時間を記録することによって、読
み時間を間接的に計る方法である。先行
研究（Just, Carpenter & Woolley, 1982. 
Journal of Experimental Psychology： 
General, 3, 228-238）によると、普段の
読書でかかる時間と相関の高いデータが
得られる。 
一般に、読み時間が遅くなった時点で付
加がかかっていると前提にされている。 
(2) モーラ数の影響を明らかにするために、
他の要因が影響していないことを保証す
る必要がある。そのため、読み時間の実
験でモーラの影響を調べる前に、アンケ
ートをいくつか行った。それによって、
意味の自然さ、親密度、出現頻度の差が
ないことを確認した。 
 
 約 2時間ほど実験に協力してもらった被験
者には短期雇用のかたちで 1,500円を現金で
支払った。アンケートだけに答えた被験者は
ボランティアとして参加した。いずれにも、
参加する前に以下のような同意書を読んで
もらった。 
この同意書は、実験協力者が実験参加にあ
たって当調査の性質および実験協力者の
権利を理解していることを明確にするた
めのものです。以下の文をお読みになって、
下に署名をして頂くようお願いいたしま
す。 
  当実験調査への参加は自主的なもので
す。当実験では、貴方に日本語の文を読ん
で頂き、その間の反応を測定いたします。
当実験は何ら危険を伴いませんが、貴方に
はいつでも実験協力を中止する権利があ
ります。実験協力によって集められたデー
タは番号のみによってコード化され、実験
協力者の氏名は用いられません。実験終了
後、当調査の目的が説明されます。実験終
了後に更なる質問や疑問がある場合は、宮
本エジソン(etm@lingua.tsukuba.ac.jp)
にお問い合わせ下さい。 
 
４．研究成果 
本研究では、黙読中での音声影響について次
の 2点を調べた。 
 
（１） 文に現れる語と語の間の距離は、音
声情報を用いて数量化をする必要が
ある。 
基本語順よりもかき混ぜの語順の文の読
み時間のほうが遅いとわかっている。SVO（つ
まり「NP1 ガ・NP2 ヲ・動詞」）のような文よ
りも OSV（つまり、「NP2 ヲ・NP1 ガ・動詞」）
のほうが読み時間が遅いということからは
じめ、距離の数量化にモーラ数が有効である
とのことを確認した。 
 ベーシックな文として、以下のようなもの
を使用した。 
i. 先月デザイナーが新作を発表したそ
うだ。 
主語の「デザイナー」を就職する mod1 と mod2
を二種類(Short と Long)用意した。 
 
   mod1  mod2 モーラ数 
Short 粗野な作りの 椅子の   10 
Long 繊細な構造の 本棚の   15 
表 1：Short と Long の例とモーラ数 
 
 単語数と文字数は等しいが、Long より
Short の方がモーラ数が少ない。 
 語順（SVO×OSV）と就職語の長さ（Short
×Long）によって、四種類の文を以下のよう
に 24 セット作成した。 
Short/SVO: 先月粗野な作りの椅子のデザイ 
           ナーが新作を発表したそうだ。 
Short/OSV: 先月新作を粗野な作りの椅子の 
           デザイナーが発表したそうだ。  
Long/SVO:  先月繊細な構造の本棚のデザイ
           ナーが新作を発表したそうだ。 
Long/OSV:  先月新作を繊細な構造の本棚の
           デザイナーが発表したそうだ。 
 下線が引いてある mod1 と mod2 によって、
目的語の「新作を」と他動詞の「発表した」
の間の距離が異なる。モーラ数が距離に影響
しないということであれば、主効果として
SOV より、OSV の語順の文のほうの読み時間
が遅くなるはず。モーラ数が影響していれば、
Longの語順の効果がShortの方よりも大きく
見られ、交互作用が予測される。 
 他の要因が影響していないかを保証する
ために、以下の三つの予備実験を行った。 
① 予備実験：意味の自然 
  26人の日本語母語話者に5段階で判断して
もらったところ、Short の修飾語（例：「粗野
な作りの椅子のデザイナー」）の平均は 1.73
で、Long の修飾語（例：「粗野な作りの椅子
のデザイナー」）は 1.71 で優位さ（Fｓ＜１）
は見られなかった。 
 
② 予備実験： 親密度 
 予備実験①の 26 人の被験者に就職語の親
密度も判断してもらった結果、Short（3.91）
と Long（3.96）に優位差がなかった。 
 
③予備実験： 出現頻度 
 グーグル検索エンジンで就職語を検索し
た結果、Short と Long の間にはヒット数に有
意差（Fs<1）がなかった。 
 
読み時間の本実験 
 予備実験に参加していない 40 人の日本語
母語話者が自己ペース読み時間実験に参加
した。 
  24のテスト文と50のフィーラ文を読んで、
各文にたいして、7 段階で読みやすさと「○
×」の質問文に答えた。結果は表２と表３の
とおり。 
 表 2の読みやすさについては、SOV より OSV
のほうが読みにくい、また Short より Long
のほうが読みにくいという有意差がみられ
たが、表 3の正答率による有意差はなかった。 
 
 
 Short Long  
SOV 2.40 2.48 2.44 
OSV 2.90 3.13 3.02 
 2.65 2.81  
   表 2：読みやすさ 
     （読みやすい 1 ～ 7 読みにくい） 
 
 Short Long  
SOV 95.4 93.7 94.6 
OSV 92.5 92.9 92.7 
 94.0 93.3  
   表 3：正答率（％） 
  
 
 読み時間の結果は以下のとおり。 
 
 
「NP2 ガ・NP１ヲ・動詞」と「NP１ヲ・NP2
ガ・動詞」の語順を比較して self-paced 
reading の読み時間の実験を二回行った結果
次の二点が明らかになった。①モーラ数の多
い NP2 の方が、モーラ数の少ない NP2 より読
み時間が長かった。モーラ数の多い NP2 とモ
ーラ数の少ない NP2 の間には、文字数、親密
度、出現頻度、意味の自然さの優位差が予備
調査でみられなかったため、今回の結果はモ
ーラ数の影響のみをあらわしていると考え 
 図 1：読み時間の結果（ミリ秒） 
 
 主語（図 1の「mod1 mod2 N-nom」の部分）
の読み時間を解析したところ、語順（SOV×
OSV）と長さ（Short×Long）の交互作用が優
位(F1(1,39)=7.69, P<.01; F2(1,23)= 4.61, 
P<.05)で、Short では語順の差がなかったが
(Fs<1)、Long では SOV より OSV の方の読み時
間が長かった(Ps<.05)。 
 この結果から、かき混ぜ文である「ヲ・ガ」
語順を処理する際に作業記憶に負荷がかか
り、その負荷にはモーラ数に基づく距離が関
わっていると言える。 但し、同じ実験を再
度行った結果では、同様の傾向が得られたが、
優位差の位置が異なったため、実験をやり直
す必要がある。 
 三つ目の自己ペース読み実験では、動詞の
出現頻度と名詞の語順の間で交互作用が見
られた。つまり、①出現頻度による単語レベ
ルの要因と語順のような構造的な要因は独
立にではなく、同時に文理解中の負荷に影響
することが言える ②先行研究では、出現頻
度の高い、読みやすい動詞が使われたため、
動詞の読み時間に差がみられなかった可能
性が高いと言える。 
 
（２） 単語の間の距離だではなく、曖昧性
も考慮して文理解中の負荷を計る必
要がある。 
 主節の主語と動詞の間に埋め込み節がは
さまれている場合、その主語は埋め込み節の
動詞にかかって間違った解釈を与えられる
ことがある。例えば、以下の動詞まで読んだ
際に、「森山」を「信用した」の主語と解釈
する傾向がある。 
i. 森山が新薬を心から信用した 
 
 しかし、文が以下のように続いた場合は、
その解釈が間違っていることが明らかにな
る。 
 
ii. 森山が新薬を心から信用した友人達 
 
 先行研究(Hirose, Y. 2003. Journal of 
Psycholinguistic Research)では、隣接して
いる 2 つの名詞（Ｎ１とＮ２、例：「森山が
新薬を」）のアクセントによる韻律フレージ
ングが主節と埋め込み節の境界の決定に影
響することが確認されている。本研究では、
読点が節境界の決定に影響することを調べ
た。 
  読点あり・なしの項目を使用して、実験を
3回行った。 
① 読点があることによって、Ｎ１が離れて
いる主節動詞にかかりやすくなることは、
アンケートと自己ペース実験で確認した。 
② 別の自己ペース実験では、Ｎ１とＮ２の
間の読点はＮ１（例：森山が）だけでは
なく、Ｎ２（例：新薬を）の解釈にも影
響することがわかった。読点があること
によって、Ｎ２は埋め込み節に含まれや
すくなって、その解釈と一致する続きの
主節がより速く読まれた。 
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